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件と少ないが、子供への虐待は潜在 してお り、児童相談所の相談員は、子供を連れて くる母親
が訴える内容はともか く、子供のやけど、怪我、骨折などの位置関係が、母親の事情説明とは





虐待)を 類型別に見ると、身体的虐待が最も多 く80%を超えてお り、非行少年は一般少年と比
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ではな くなってきたことを意味 している。何かの原因によって動物体に引き起こされ る生物
的 ・非特異的な緊張 した状態をス トレスとい う。緊急反応期においてス トレスは個体に望まし







*な お論文題目の 「被虐待児」は、発覚し、治療を受ける段階ではすでに幼児 ・児童期を過ぎてい
る場合が多いけれども、幼児 ・児童期における被害の影響が大きいことから、被虐待児と言うこ
とにする。
1.外 傷後 ス トレス障害(PTSD)
1)トラウマ
心的外傷後ス トレス障害(PTSD:PostTraumaticStressDisorder)とい う診断名が、精神













災害や事故によるPTSDは 、基本的には一回限 りの異常な出来事が原因であ り、特別 な事













その人の名前を持つ、受身的で、依存的で、罪深 く、そ して抑 うつ的な第一の同一性が存在す








がら自己を維持 し、生きのびてゆ くために小児期から解離の機制を酷使 し、その結果として交
代人格を作 り出したものと考えられている。解離性同一性障害は米国では年間1000名以上の報









患者をPTSDに 罹患 していない正常な統制群 と比較 したところ、右側海馬の体積が小さかっ
た。Gurvitzら(1996)は、最 も激 しい戦闘を体験 し最重度のPTSDを示 しているベ トナム帰




健康な人 と比べると、言語性記憶検査で40%程度低い結果を示 した。 これは海馬がPTSDで
萎縮 したためと考えられるが、逆に海馬が小 さいからPTSD症状を示す ようになったとも考























要するものと短絡的に解釈 し、「闘争か 逃走か」、あるいは 「戦 うか 逃げるか」とい う極端
な反応になりやすいと考えられている。
2)ス トレスによる海馬の萎縮
Unoら(1989)は、 ケニヤ霊長類研究所で偶然におきた重度な社会的なス トレス 〔農作物
被害のため捕獲 して、霊長類研究所に送った当初健康であったのに死んだサルに、傷や他のサ




死亡 した下位(階 級)の ミドリザルの海馬を調べた。海馬CA3(CornuAmmonis3)領域
の垂体細胞に、安楽死 させたものと比べて顕著な萎縮 と細胞数の減少がみ られ、CA1とCA
2領域にも萎縮が見 られたもののCA3程ではなく、歯状回には異常がなかったことを報告 し
ている。Watanabe(1992)は、ラットに21日間の拘束ス トレスを与えたところ、海馬CA3
で樹状突起が減少 し、その結果海馬が萎縮 したことを確認 している(神庭 ら、2002より引用)。
CA3における樹状突起の萎縮は、短期記憶能力と相関することが確かめ られてお り、人 の
PTSDと共通 していることも興味深い。またグルタミン酸受容体の一つであるNMDA受 容体






しつづける不可逆的過程であ り、記憶障害に関与 している、とい う。血中のコルチコステロン ・
コルチ ゾール値が上昇すると海馬の錐体細胞は変性を起 こして死滅する。特にCA3の 領域に














粒細胞の樹状突起で受け取 られ、細胞体か ら軸索を通 って錐体細胞CA3に ある錐体細胞樹状







海馬損傷による記憶障害のよく知 られた代表的な症例 として、HMの 症例があげ られ る。
このHMの 記憶障害はモン トリオール神経学研究所の ミルナーに よって詳 しく調べられた。
9歳時に自転車による衝突事故で重症のテンカン発作が始まり、27歳時に海馬を含む左右側頭




































た細胞は見当たらなかった」と報告 したことをほとんどの人が信 じてきた。 しか しAltman&
Das(1965)は成熟ラットの海馬でニューロンが新生 し、新生部位は海馬の歯状回であること
を報告 していた。だが多 くの研究者は、成熟 した哺乳類でも神経が再生するとい うことに関心
を示さなかった。そ して一世紀もの長いあいだカハールの見解が信 じられ、定説とされてきた













っている。歯状回は右横倒 しのV字 形になってお り、Vの 間の部分は終板 と呼ばれ、細胞体
か ら伸びた長い軸索か らな り、CA3と 呼ばれる海馬の中継基地 に信号を送 る部分である
(Fig.4)。穎粒細胞を生み出す幹細胞は歯状回 と終板の境界に存在 し、絶えず分裂 している。
分裂 した子や孫細胞の多 くは親細胞と瓜二つであ り、かなりな数が生まれた後です ぐ死ぬ。新
生穎粒細胞は生後20日ほど未熟な状態にあ り、い くつかは穎粒細胞層に移動 して周囲の穎粒細
胞と同じ形になりシグナルの受け渡 しをする多数の突起を出し、その後成熟 した穎粒細胞にな
る。シナップスが結合する棘(ス パイン)が 多い成熟 した穎粒細胞の形とは大きく異なり、発
達中のこの樹状突起の穎粒細胞には棘はあまり見られず、細長い、あるいは扇形突起が樹状突




ケンペルマンと・ゲージ(1999)は、乳離れ したばか りのマウス(21日齢)を 約40-70日間飼
育 したところ、通常の飼育箱で育てたマウスよりも、ランニングホイールやチ ューブ(輪回し)
による遊びができる飼育箱(豊 かな環境)で 飼育 した方が新生 したニューロンの数が多かった。
ニューロン新生は、増殖率とその後の生存率で決まる。この 「豊かな環境」条件を取 り入れた
実験の場合、通常の条件と比べてニューロン増殖率の変化はなかったが、ニューロンの生存率

























Gross(2000)は「ヒトの脳のニューロンは新生 しない」とい うドグマは崩れ去 った、と宣
言 したが、生後新たに形成される神経回路は我々の行動を決定する上で極めて重要であ り、ニ
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5.新 しい皮質と古い皮質
1)新皮質と大脳辺縁系
ヒトの脳の機能的特徴は高度な思考能力にあ り、大脳新皮質の中でも新 しい新 ・新皮質とい
われる前頭葉にある。 ヒトを除 く霊長類ではこの部位の発達が非常に乏 しく、逆に人間では最
も発達 していることから、これが思考に重要な領域であると考えられている。伊藤(2003a)
は、この新 ・新皮質をコン ピューターで言えばCPU(CentralProcessingUnite)にあたるが
cpuだけでは何 も出来ず、それを動かすための装置が必要である、 と言 う。Fig.5に脳 の
多様な機能を示 しているが、この新 ・新皮質の思考機能を積極的に動かす装置として古い皮質
がある。これは新皮質の前頭連合野をは じめすべての感覚連合野と相互に密接な線維連絡がある。
古い皮質(大 脳辺縁系等)は 生後早い段階で刷 り込み(lnprinting)がなされ、 この記憶を
もとに感覚器官から入力 した情報の検索を し価値判断(生 存のための)を粗 くはあるがすばや
く行 うことで、古い皮質は新 しい皮質を補助システムとして用いている。そ して古い皮質の目
的とする欲求充足に向けて行動を選択 し、行動スケジュールを組み立て実行に移す。古い皮質
は最初の手がか り情報になる答えを新 ・新皮質の連合野から選んで用いる。言い換えると、新 ・
新皮質が時間をかけてこまめに情報処理を しようとしている目標は、古い皮質が大脳新皮質に
課題として与えたものなのである。この場合、入力情報はその意味を古い皮質で捉えるので、
古い皮質は欲求を充足するために新 ・新皮質から入力される学習 ・記憶情報を評価 して取 り入






r認知 ・記憶:海 馬』、わか ってr価値評価 ・情動:扁 桃体』、行動に移すr動 機づけ ・実行:
帯状回』ことによって機能を遂行 し、適応 ・生存 している。海馬はこの世界を認知 し記憶 して
内面世界を成立させる重要な働きを持っている。この海馬に萎縮や細胞死が生 じれば歪が生 じ
(心理的な解離性同一性障害など)、意図したことと行動の間にズ レが生 じた り、快 ・不快や
価値判断をする扁桃体の機能、そ して具体的な動機づけや行動にかかわる帯状回の神経系も行
















記憶が海馬体内に留まる期間は約1ケ 月程度、ラットでは2週 間ほどであるが、前述 した ヒト






結合 してお り、ニューロンのネットワークが密になれば、細胞死の影響はある程度補 うことが
出来る。そ して、前述のようにKempermannら(1997)はマウスで、Erikssonら(1998)は
ヒトで、幹細胞分裂で生み出された子孫細胞のうちある海馬ニューロンの寿命が延び、海馬の
ニューロンで新生を発見 したことから、新生ニューロンの数が海馬で増加 していると言 う。久
保田(2002)は「運動を したマウスは学習や記憶能力が伸びてお り」、「ヒトでもジョギングが








なる)、これからの課題である。 しか し何 よりも神経細胞が子供のみならず成人(57-72歳:
5人)の海馬においても、歯状回の穎粒細胞層で新生(率 は落ちるが)し ているとい うことは、
人間の脳が人生を通 して常に可能性を持ち続けていることを意味 し、大脳生理学のみならず心
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積極的な意味があるととらえれば感情(扁 桃体)はAlO神経によって連絡 しあってお り前頭葉
に神経伝達物質である ドーパ ミンが放出されて 「快」を感 じる(快は動物の行動を方向づける)。
扁桃体は価値判断の機能を持ち、行動選択を決定する機能があると考えられている。 目の前に
現れたものが敵か味方か?敵 ならば逃げるか、戦 うか?判 断をする。生体は快 ・不快にも
とついて行動を判断する。
Field,T.M.ら(1982)によると、生後36時間以内の新生児でも、母親が喜び、悲 しみ、驚




子供は虐待を受けると親に対する憎 しみを抑圧 し、あるいは解離を強固に して、親がひどい
ことをするのは親が悪いのではなく自身が悪かったのだとい う自責の念にかえ、親に対 してい
い子になろうとする。小さい子供の注意関心は親に向かい、虐待を受けながらも他者への関心
が開かれず、貧 しい狭い環境にとらわれ、自我の発達に遅滞を生 じる。虐待する側は 「あんた
が悪いか ら」「あんたのために」 と、虐待をしつけや体罰 とい う口実で正当化 し、暴力を振る






このことから、怒 りは怒 りとして感 じる力を養 うために、怒 りを表出するための訓練をする
ことも必要である。粘土を丸め、怒 りを込め、大きな声を発 しながら、全力で壁に投げつける。














放送協会放映、「私の中の他人」 より)。身体を ロープで結び、地上3メ ー トル程の高さに登 り、










ミで次々に取 り上げられるようにな り、「自身も虐待を してしま うのではないか」 とい う不安
が切実な問題となり、児童相談所に相談にい く母親の件数が増えてきた。
20世紀なかば、エン ロジーを体系化 した ローレンツは、動物には生得的に種を維持する働き
があ り、種内での殺 し合いは しない、と言った。個は種に従属 してお り、動物の世界は種を維
持するために うまく出来ているものと思われていた。 しか しドーキン ス(1991)は「ハヌマン
ラングールとい うサルのツガイと子供がいるところに、新たな雄ザルが割 り込んで雄ザル同士
が戦い、ツガイの雄ザルを追い出す。新たな雄ザルは、雌ザルに子供がいると雌は交尾を しな





からであ り、これは利己的な遺伝子が利己的でない遺伝子を淘汰 して駆逐 した結果である」と
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い う。 ドウモース(1982)によると、子供への虐待は今に始まったことではなく、子供期の歴
史は ゾッとするような物語であ り、西洋の親が子供に共感 しながら世話をすることができる水
準に進化するまでには長い時間がかかった。それまで親は子供を自分の感情や不安のはけ口と
して利用 していたのだ、とい う。
しか し前頭葉の発達 した ヒトの場合、他の動物とは異なって自分との血縁は無 くとも子供を
育てたい、自分の存在とか名とかい うもの、あるいは意義のあることを したのだ、とい う美学
のようなものを残 したいとい う傾向があ り、 ドーキン ス(1992)はこれをジーン(遺 伝子)の
話ではなくミーム(文化子あるいは模倣子)の 話である、と言 う。これは愚かに利己的になる





心のもっとも深いところで自己を信頼できるか、自分を取 り巻 く人々や社会を信 じられるかに
よって、私達は生きるか死ぬかを決めるように思 う。この心のもっとも深いところで自己を肯




激を、母なる人物を通 して得てい く。これらを通 して母親との関係は母親の姿が見えなくとも
やたら心配 しないで母親の不在を受け入れられるようになる。これは母親が予測できる信頼の
ある外的存在になったばか りでなく、内的に心の中に確実性をもつ存在になったことを意味す















機能が開発され、豊かになって くる。母親が発達初期の子供にかかわることは、海馬 ・扁桃体 ・
帯状回等への刷 り込み、あるいは初期学習にかかわることである。従来、遺伝か環境か?発
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Fig.5.脳の 機 能 と役 割(伊 藤 正 男 、2003)
(かしはら ・え りゅう 外国語学部教授)
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